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兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て

ー
最
近
の
輻
岡
高
裁
到
決
を
め
ぐ
り
！

田

中

實

　
　
　
　
　
一
、
問
題
の
所
在

　
　
　
　
二
、
代
襲
相
績
と
相
績
分
算
定

　
　
　
　
　
　
　
　
－
學
読
の
大
要
ー

　
　
　
　
三
、
福
岡
高
裁
の
一
到
決

　
　
　
　
四
、
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
問
題
の
所
在

　
一
　
い
わ
ゆ
る
代
襲
相
績
は
、
歴
史
的
に
も
長
い
傳
統
を
も
つ
制
度
で
あ
り
、
そ
の
法
的
な
い
し
肚
會
的
意
義
に
も
、
い
ろ
い
ろ
と
重
要
な
問

題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
根
本
的
な
間
題
に
立
入
る
つ
も
り
は
な
い
。

。
現
行
民
法
に
お
け
る
代
襲
相
績
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
被
相
績
人
の
直
系
卑
属
た
る
相
績
人
に
つ
い
て
「
相
績
の
開
始
前
に
、
死
亡
し
、
叉
は

そ
の
相
績
樺
を
失
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
直
系
卑
属
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
直
系
卑
属
は
、
前
條
の
規
定
に
從
つ
て
そ
の
者
と
同
順
位

で
相
績
人
と
な
る
」
（
第
八
八
八
條
一
項
）
と
規
定
さ
れ
、
こ
れ
が
被
相
績
人
の
兄
弟
姉
妹
た
る
相
績
人
に
も
準
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
八
八

　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
（
一
）



　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
（
二
）

九
條
二
項
後
段
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
代
襲
相
績
の
二
つ
の
場
合
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
の
法
的
作
用
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
大
き
な
相
異
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
被
相
績
人
の
直
系
卑
属
た
る
者
は
、
い
ず
れ
も
第
一
順
位
の
相
績
人
と
な
る
べ
き
地
位
を
み
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
た
だ
、
そ
こ
に
は
親
等
の
異
な
る
者
が
存
在
す
る
結
果
、
そ
の
親
等
の
相
異
か
ら
、
さ
ら
に
第
一
順
位
内
で
の
順
位
に
先
後
の
差
が
生

ず
る
の
で
、
こ
の
場
合
の
代
襲
相
績
ば
、
軍
に
そ
の
後
順
位
の
者
の
順
位
を
引
上
げ
る
と
い
う
し
か
た
で
作
用
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
た
い

し
、
第
二
に
、
被
相
績
人
の
兄
弟
姉
妹
の
直
系
卑
属
は
、
民
法
の
規
定
上
、
直
接
に
は
相
績
人
と
な
る
べ
き
地
位
を
み
と
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の

で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
こ
の
場
合
の
代
襲
相
績
は
、
箪
な
る
順
位
の
引
上
げ
と
し
て
で
な
く
、
む
し
ろ
實
質
的
に
、
相
績
人
の
範
園
の
摘
大
と
し

て
ー
い
い
か
え
れ
ば
、
相
績
人
で
な
い
者
に
相
績
権
を
特
別
に
附
與
す
る
と
い
う
し
か
た
で
ー
作
用
す
る
結
果
と
な
る
。

　
こ
う
し
て
、
ひ
と
し
く
代
襲
相
績
と
い
わ
れ
る
場
合
で
も
、
被
相
績
人
の
直
系
卑
属
た
る
相
績
人
に
か
ん
す
る
場
合
と
、
被
相
績
人
の
兄
弟
姉

妹
た
る
相
績
人
に
か
ん
す
る
場
合
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
法
的
な
作
用
に
根
本
的
な
相
異
の
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
民
法
は
、
軍

に
、
前
者
の
場
合
の
規
定
（
第
八
八
八
條
一
項
）
を
1
何
ら
の
條
件
を
も
つ
け
ず
、
そ
の
ま
ま
i
後
者
の
場
合
に
準
用
す
る
（
第
八
八
九
條
二
項

後
段
）
と
い
う
構
成
を
定
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
軍
純
な
準
用
と
同
じ
に
解
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
む
し
ろ
全
く

性
質
が
異
な
つ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
で
は
、
こ
の
準
用
規
定
の
解
縄
は
、
ど
う
す
れ
ば
合
理
的
な
の
だ
ろ
う
か
。

か
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
二
　
具
髄
的
に
い
え
ば
ー
被
相
績
人
甲
に
、
直
系
卑
属
も
直
系
奪
属
も
配
偶
者
も
な
く
、
わ
ず
か
に
弟
二
人
X
・
Y
の
み
が
あ
つ
た
と
す

る
。
も
し
、
X
が
甲
よ
り
も
先
に
死
亡
し
、
そ
の
子
A
・
B
を
の
こ
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
甲
に
た
い
す
る
相
績
人
は
、
X
を
代
襲
す
る
A
・
B

と
Y
と
に
な
る
こ
と
、
お
そ
ら
く
間
題
は
な
い
。
こ
の
場
合
、
A
・
B
の
二
人
は
、
被
相
績
人
甲
の
甥
・
姪
に
あ
た
り
、
ほ
ん
ら
い
な
ら
ば
相
績

人
と
し
て
の
資
格
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
A
・
B
が
X
を
代
襲
し
て
甲
を
相
績
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
相
績
椹
の
特
別
的
附
與



に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
も
し
、
Y
も
既
に
死
亡
し
て
い
た
か
、
ま
た
は
、
も
と
も
と
Y
は
な
く
、
箪
に
甲
の
弟
は
X
の
み
し
か
い
な
か
つ
た
と
し
た
ら
、

X
の
子
A
・
B
に
よ
る
代
襲
相
績
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
民
法
が
第
八
八
九
條
】
項
に
よ
り
、
相
績
人
と
な
る
べ
き
傍
系
血
族
の
範
園
を
二
親
等

す
な
わ
ち
兄
弟
姉
妹
ま
で
に
限
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
A
・
B
は
甲
の
甥
・
姪
す
な
わ
ち
三
親
等
な
の
だ
か
ら
、
相
績
人
と
し
て
の
資
格

が
な
く
、
代
襲
相
績
も
不
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
他
方
、
第
八
八
九
條
二
項
に
ょ
り
兄
弟
姉
妹
の
場
合
に
準
用
さ
れ
る
代

襲
相
績
の
規
定
（
第
八
八
八
條
一
項
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
文
言
上
、
相
績
人
と
し
て
の
ほ
ん
ら
い
の
資
格
の
な
い
甥
・
姪
に
ょ
る
代
襲
相
績
を
明
確

に
否
認
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
に
わ
か
に
論
噺
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
甲
の
弟
が
X
・
Y
二
人
い
て
Y
が
生
存
中
な
ら
ば

X
の
子
A
・
B
の
代
襲
相
績
が
可
能
で
あ
り
、
も
し
、
Y
が
當
初
か
ら
い
な
か
つ
た
か
、
ま
た
は
Y
も
既
に
死
亡
し
て
い
た
ら
A
・
B
に
よ
る
代

襲
相
績
が
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
匠
別
を
た
て
る
の
も
、
何
か
し
ら
、
す
な
お
に
納
得
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
代
襲
相
績
を
め
ぐ
る
學
読
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、
考
察
を
始
め
よ
う
。

二

代
襲
相
績
と
相
績
分
算
定

　
　
－
學
説
の
大
要
1

　
三
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
の
問
題
は
、
も
と
よ
り
代
襲
相
績
の
一
般
的
理
論
と
不
可
分
の
關
蓮
を
有
す
る
。
お
そ
ら
く
、
一
般
的
な
代
襲
相

績
理
論
の
一
適
用
と
み
る
べ
き
問
題
で
も
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
代
襲
相
績
を
め
ぐ
る
學
論
の
大
要
を
う
か
が
つ
て
み
ょ
う
。

　
奮
法
上
の
い
わ
ゆ
る
家
督
相
績
を
庚
止
し
財
産
相
績
一
本
と
な
つ
た
現
行
相
績
法
に
お
け
る
代
襲
相
績
は
、
　
一
般
に
は
、
「
自
己
の
直
系
奪
属

に
何
等
の
事
故
が
な
い
な
ら
ば
、
相
績
が
な
さ
れ
、
自
己
も
ま
た
嘗
然
そ
れ
を
受
け
綴
ぐ
期
待
を
有
す
る
直
系
卑
属
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
公
李

　
　
　
（
1
）

の
原
則
に
基
」
く
も
の
と
解
さ
れ
、
そ
れ
は
、
「
相
績
に
つ
い
て
最
も
普
通
に
み
ら
れ
る
『
血
統
に
從
つ
て
上
よ
り
下
へ
』
と
い
う
い
わ
ゆ
る
父

　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
（
三
）



　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
（
四
）

　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

子
相
傳
の
原
理
」
な
い
し
「
親
族
主
義
的
相
績
思
想
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に
代
襲
相
績
の
性
質
に
つ
い
て
み
る
と
、
周
知
の
よ
う
に
學
詮
は
大
き
く
二
つ
に
分
れ
、

　
①
　
こ
れ
を
、
被
代
襲
者
の
椹
利
を
代
位
ま
た
は
承
罎
す
る
も
の
と
解
す
る
読
ー
し
た
が
つ
て
、
代
襲
相
績
人
の
順
位
は
當
然
に
上
昇
す

　
　
る
。

　
働
　
自
己
固
有
の
椹
利
と
し
て
直
接
に
被
相
績
人
を
相
績
す
る
も
の
と
解
す
る
詮
ー
し
た
が
つ
て
、
順
位
の
上
昇
は
、
ま
さ
に
代
襲
相
綾
の

　
　
効
果
と
し
て
の
み
議
現
す
る
。
す
な
わ
ち
代
襲
相
績
は
、
順
位
の
引
上
げ
と
し
て
作
用
す
る
。

と
の
雨
詮
が
鋤
立
し
て
い
る
。
便
宜
上
、
前
者
を
「
代
襲
読
」
、
後
者
を
「
固
有
詮
（
非
代
襲
読
）
」
と
よ
ん
で
お
こ
う
。
さ
ら
に
、
か
よ
う
な
代
襲

相
績
の
性
質
に
か
ん
す
る
理
論
的
饗
立
は
、
同
時
に
、
代
襲
相
績
人
の
あ
い
だ
の
相
績
分
の
計
算
と
も
密
接
に
關
蓮
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
青
山
道
夫
・
『
相
績
法
』
六
三
頁
、
中
川
善
之
助
（
編
）
『
註
繹
相
績
法
』
（
上
）
五
五
頁
（
青
山
註
鐸
）
。

　
（
2
）
　
小
石
壽
夫
・
「
相
績
法
に
關
す
る
若
干
の
問
題
」
（
『
身
分
法
と
戸
籍
』
所
牧
）
二
二
四
頁
。

　
（
3
）
　
於
保
不
二
雄
・
『
相
績
法
』
五
二
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
四
　
簡
明
な
一
事
例
を
あ
げ
よ
う
。

　
た
と
え
ば
、
被
相
績
人
に
二
入
の
子
X
・
Y
が
あ
り
、
さ
ら
に
X
に
は
子
A
・
B
が
あ
り
、
Y
に
は
子
G
が
あ
つ
た
と
す
る
。
も
し
、
X
お
よ

び
Y
が
共
に
既
に
死
亡
し
て
い
た
場
合
に
、
被
相
績
人
の
孫
た
る
A
・
B
・
O
が
相
績
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
い
か
に
解
す
べ
き
で
あ
る

か
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
孫
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
親
を
代
襲
す
る
か
ー
す
な
わ
ち
、
A
・
B
は
X
を
代
襲
し
、
G
は
Y
を
代
襲
す
る
の
か
ー

そ
れ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
地
位
に
お
い
て
相
績
す
る
か
ー
す
な
わ
ち
、
A
・
B
・
C
は
そ
の
親
た
る
X
・
Y
を
代
襲
す
る
の
で
な
く
、
直

接
に
被
相
績
人
を
相
績
す
る
の
か
ー
と
い
う
間
題
を
生
ず
る
。

　
き
ら
に
、
代
襲
相
績
の
性
質
に
か
ん
す
る
學
読
の
封
立
は
、
か
れ
ら
の
相
績
分
の
算
定
の
澗
題
に
つ
い
て
、
と
く
に
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
る
。
前



者
す
な
わ
ち
「
代
襲
論
」
に
よ
れ
ば
、
X
・
Y
の
相
績
分
は
そ
れ
ぞ
れ
二
分
の
一
で
あ
る
と
こ
ろ
、
A
・
B
は
X
を
代
襲
し
、
C
は
Y
を
代
襲
す

る
の
だ
か
ら
、
け
つ
き
よ
く
A
・
B
は
各
四
分
の
一
ず
つ
、
C
は
二
分
の
一
の
相
績
分
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
後
者
す
な

わ
ち
「
固
有
読
」
に
よ
れ
ば
、
A
・
B
・
G
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
椹
利
と
し
て
直
接
に
被
相
績
人
を
相
績
す
る
の
だ
か
ら
、
か
れ
ら
の
相
績
分
は

各
三
分
の
一
ず
つ
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
（
4
）
　
小
石
・
前
掲
二
二
五
頁
以
下
に
は
、
き
わ
め
て
具
艦
的
か
つ
適
切
な
事
例
が
あ
げ
て
あ
る
。

　
五
　
こ
れ
を
要
約
す
る
に
、
相
績
分
算
定
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
代
襲
読
」
は
「
株
分
け
理
論
」
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
「
固

有
詮
」
は
「
頭
割
り
理
論
」
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
學
読
を
み
る
に
、
前
者
の
立
場
を
と
る
も
の
は
、
於
保
、
我
妻
．
立
石
、
加
藤
等
の
諸
轍
授
で
、
比
較
的
少
藪
で
あ
り
、
後
者
の
立
場
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

も
の
は
、
青
山
、
小
石
、
柚
木
、
我
妻
・
有
泉
、
小
池
、
唄
等
の
諸
教
授
で
、
比
較
的
多
藪
の
よ
う
で
あ
る
。
と
く
に
我
妻
氏
の
改
読
が
注
目
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

れ
る
。
私
自
身
も
、
一
慮
こ
の
立
場
を
と
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
。

　
か
よ
う
に
、
代
襲
相
績
の
性
質
に
か
ん
し
て
は
「
固
有
読
」
旺
「
頭
割
り
理
論
」
が
多
歎
読
と
み
て
よ
い
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
直
系
卑
属
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

代
襲
相
績
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
詮
は
一
鷹
の
合
理
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
5
）
　
於
保
・
前
掲
五
三
頁
、
我
妻
榮
・
立
石
芳
枝
・
『
親
族
法
・
相
績
法
』
（
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
）
三
八
二
頁
、
有
泉
亨
・
加
藤
一
郎
（
編
）
『
相
績
』
（
上
）
一

　
　
三
五
頁
以
下
等
参
照
。
な
お
、
川
島
武
宜
・
『
民
法
』
（
三
）
二
一
四
頁
は
、
や
や
明
確
を
欲
く
が
、
こ
の
立
揚
に
ぞ
く
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か

　
　
し
、
川
島
・
來
栖
三
郎
・
磯
田
進
．
『
家
族
法
講
話
』
二
二
七
頁
は
、
代
襲
相
績
の
性
質
に
か
ん
し
て
は
全
く
不
明
確
で
あ
る
が
、
被
相
績
人
の
孫
の
み
が
相
績

　
　
人
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
「
頭
割
り
理
論
」
を
と
つ
て
い
る
。
そ
の
根
振
に
つ
い
て
は
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
（
6
）
　
青
山
・
前
掲
六
三
頁
以
下
、
小
石
・
前
掲
二
二
六
頁
、
柚
木
馨
．
『
到
例
相
績
法
論
』
一
二
八
頁
、
我
妻
・
有
泉
・
『
民
法
』
（
皿
）
二
五
八
頁
、
小
池
隆

　
　
一
・
『
身
分
法
概
説
』
一
四
六
頁
、
有
泉
・
加
藤
（
編
）
前
掲
二
二
五
頁
以
下
等
参
照
。
そ
の
他
の
學
読
、
た
と
え
ば
中
川
善
之
助
・
『
民
法
大
要
』
（
下
・
全
訂

　
　
版
）
二
一
三
頁
以
下
、
中
川
（
編
）
『
註
解
相
績
法
』
五
一
頁
、
今
泉
孝
太
郎
．
『
相
績
法
』
（
慶
慮
義
塾
大
學
通
信
教
育
教
材
）
三
四
頁
、
輻
島
四
郎
・
『
相
績

　
　
法
』
七
八
頁
、
野
田
孝
明
・
『
身
分
法
學
』
一
七
三
頁
等
は
、
被
相
績
人
の
孫
の
み
が
相
績
人
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
論
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
多

　
　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
　
　
（
五
）



　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
　
　
（
六
）

　
　
少
明
確
を
鹸
く
貼
も
あ
る
が
、
大
艦
に
お
い
て
、
こ
の
立
場
に
ぞ
く
す
る
も
の
と
認
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
7
）
　
拙
著
・
『
親
族
法
・
相
績
法
』
一
七
七
頁
滲
照
。

　
（
8
）
　
こ
の
読
の
合
理
性
に
つ
い
て
は
、
な
お
若
干
の
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
相
績
順
位
の
問
題
と
相
績
分
算
定
の
問
題
と
は
本
質
的
に

　
　
關
連
す
る
問
題
で
あ
る
に
せ
よ
、
な
お
そ
こ
に
政
策
的
配
慮
の
入
る
飴
地
が
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
た
と
え
ば
「
固
有
説
」
の
立
揚
に
お
い
て
「
株
分
け
理
論
」

　
　
を
と
る
よ
う
な
こ
と
も
、
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
は
、
そ
の
問
題
に
立
入
る
こ
と
は
留
保
し
て
お
く
。

　
六
　
そ
こ
で
、
間
題
を
あ
ら
た
め
て
、
と
く
に
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て
老
察
を
す
す
め
る
と
、
ど
う
な
る
か
。
多
激
論
た
る
「
固
有

論
」
の
立
場
に
と
つ
て
、
致
命
的
と
も
い
う
べ
き
難
問
題
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
の
場
合
に
は
、
被
相
績
人
か
ら
み
れ
ば
、
兄
弟
姉
妹
の
直
系
卑
属
ー
す
な
わ
ち
甥
・
姪
そ
の
他
の
者
ー
が
相
績
す

る
結
果
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
行
相
績
法
に
お
い
て
は
、
相
績
人
と
な
る
べ
き
傍
系
血
族
の
範
園
は
、
明
ら
か
に
被
相
績
人
の
二
親
等
親
た
る

兄
弟
姉
妹
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
お
り
（
第
八
八
九
條
一
項
二
號
）
、
そ
の
反
面
、
被
相
績
人
の
傍
系
三
親
等
親
た
る
甥
・
姪
は
ー
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

直
系
卑
属
も
i
相
績
人
と
し
て
の
資
格
を
附
與
さ
れ
て
は
い
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
被
相
績
人
の
甥
・
姪
な
ど
は
、
「
固
有
」
の
相
績
人
と

し
て
の
資
格
・
順
位
を
有
し
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
も
し
、
代
襲
相
績
を
、
そ
の
営
該
代
襲
相
績
人
の
「
固
有
」
の
灌
利
に
も
と

づ
く
と
い
う
「
固
有
読
」
の
立
場
を
も
つ
て
把
握
す
る
と
き
に
は
、
甥
・
姪
に
よ
る
代
襲
相
績
の
可
能
性
を
い
か
に
し
て
読
明
す
る
か
、
全
く
窮

し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
「
固
有
読
」
の
立
場
に
お
い
て
は
、
代
襲
相
績
入
が
自
己
固
有
の
椹
利
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
「
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

だ
順
位
が
被
代
襲
者
の
順
位
に
く
り
上
る
」
と
い
う
構
戒
を
と
る
の
だ
か
ら
、
固
有
の
相
綾
資
格
・
順
位
を
附
與
さ
れ
て
い
な
い
甥
・
姪
に
つ
い

て
は
、
け
つ
き
ょ
く
「
順
位
の
く
り
上
げ
」
と
い
う
構
成
を
と
り
え
な
い
こ
と
に
齢
着
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
「
固
有
読
」
の
立
場
を
と
る
多
歎
読
に
お
い
て
、
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
の
問
題
は
、
い
か
に
し
て
読
明
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
學

読
を
み
る
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
、
代
襲
相
績
の
間
題
を
、
た
だ
直
系
卑
属
の
代
襲
相
績
の
場
合
の
み
を
想
定
し
て
考
え
て
い
る
も
の
の

ご
と
く
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
の
牲
質
を
と
く
に
明
確
に
述
べ
て
い
る
も
の
は
見
當
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

青
山
教
授
が
、
「
近
親
相
績
の
範
園
が
傍
系
三
親
等
ま
で
撞
大
さ
れ
る
こ
と
」
に
ほ
か
な
ら
ぬ
旨
を
示
唆
し
て
お
ら
れ
る
の
が
、
目
に
つ
く
程
度

に
す
ぎ
な
い
。

　
（
9
）
　
青
山
・
前
掲
六
四
頁
。

　
（
1
0
）
　
同
六
九
頁
。

　
七
　
さ
ら
に
、
間
題
を
し
ぼ
つ
て
、
相
績
人
た
る
兄
弟
姉
妹
が
全
員
死
亡
し
、
甥
・
姪
の
み
と
な
つ
た
場
合
を
考
え
る
と
、
ど
う
な
る
か
。
「
固

有
詮
」
の
立
場
に
お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
相
績
を
み
と
め
る
根
嫁
が
全
く
存
し
え
な
い
ー
し
た
が
つ
て
甥
・
姪
に
よ
る
相
績
を
否
定
す

る
結
果
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
果
せ
る
か
な
、
有
力
な
一
學
読
は
、
ま
こ
と
に
論
理
的
に
、
「
兄
弟
姉
妹
が
全
部
放
棄
し
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
部
死
亡
し
た
と
き

も
、
順
位
を
引
き
上
げ
る
問
題
は
お
き
な
い
し
、
從
つ
て
代
襲
相
績
は
生
じ
な
い
。
そ
し
て
甥
や
姪
は
、
傍
系
三
親
等
の
親
族
と
し
て
は
相
績
椹

　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
（
第
八
八
九
條
一
項
二
號
参
照
）
、
結
局
相
績
人
に
な
ら
な
い
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
た
し
か
に
、
論
理
的
に
は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
問
題
を
、
た
だ
論
理
的
に
の
み
片
附
け
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
大

き
な
疑
間
が
浮
ぶ
の
を
、
ど
う
し
て
も
禁
じ
え
な
い
。
代
襲
相
績
規
定
の
準
用
に
よ
つ
て
、
甥
・
姪
に
も
相
績
を
な
し
う
る
可
能
性
が
み
と
め
ら

れ
た
の
に
、
兄
弟
姉
妹
の
全
員
の
死
亡
と
い
う
偶
稜
的
な
事
故
に
よ
つ
て
、
そ
れ
が
不
可
能
に
さ
れ
て
し
ま
つ
て
、
さ
し
つ
か
え
な
い
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

ろ
う
か
。
「
相
績
法
の
非
情
性
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
よ
く
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
現
象
を
安
易
に
「
非
情
性
」
　
の
あ
ら
わ
れ
と
み
て
よ
い
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
論
理
上
そ
う
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
な
ら
、
そ
の
論
理
そ
の
も
の
に
、
再
検
討
の
籐
地
は
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
も
つ
と
も
、
他
方
、
甥
・
姪
に
よ
る
相
績
を
み
と
め
よ
う
と
す
る
少
籔
の
學
読
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
谷
口
教
授
は
、
公
手
の
観
念
等
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

ら
「
代
襲
的
に
、
す
な
わ
ち
株
分
け
相
績
分
で
相
績
椹
あ
り
と
解
す
る
詮
に
賛
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
中
川
敏
授
に
よ
れ
ば
、
「
弟
に
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翼
）

し
て
兄
が
相
績
椹
を
有
す
る
場
合
、
兄
が
子
を
残
し
て
弟
よ
り
先
に
死
亡
す
れ
ば
、
そ
の
子
は
父
を
代
襲
し
て
父
の
弟
を
相
績
す
る
」
と
述
べ
て

　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
　
　
（
七
）



　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て

お
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
中
川
致
授
の
読
明
は
、
ご
く
簡
略
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、

る
意
昧
な
の
か
ど
う
か
、
必
ず
し
も
十
分
に
は
明
確
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
1
1
）

（
犯
）

（
1
3
）

（
1
4
）

八
題
に
い
た
つ
て
は
未
解
決
の
疑
問
が
多
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
　
　
（
八
）

果
し
て
甥
・
姪
に
よ
る
相
績
を
直
接
に
み
と
め
ら
れ

我
妻
・
有
泉
・
前
掲
二
五
八
－
九
頁
。

た
と
え
ば
、
有
泉
・
加
藤
（
編
）
前
掲
一
三
六
頁
等
滲
照
。

谷
口
知
卒
・
「
相
績
・
相
綬
人
」
法
學
セ
ミ
ナ
ー
一
六
號
二
〇
頁
。

中
川
・
前
掲
一
二
六
頁
。
な
お
、
中
川
・
千
種
達
夫
・
市
川
四
郎
・
耶
賀
健
太
・
『
親
族
・
相
績
法
』
（
ポ
ケ
ッ
ト
註
繹
全
書
）
二
三
五
頁
参
照
。

か
く
て
、
代
襲
相
績
を
め
ぐ
る
學
詮
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
全
く
分
裂
・
封
立
の
歌
態
に
あ
り
、
と
り
わ
け
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
面
岡
高
裁
の
一
到
決

　
九
　
最
近
、
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
か
ん
し
て
、
隔
岡
高
裁
の
注
目
す
べ
き
一
到
決
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
、
つ
ぎ
に
、
こ
れ
を
検
討
し
て
み

よ
う
。
こ
の
到
決
は
、
「
相
績
放
棄
申
述
事
件
に
つ
い
て
の
審
到
に
封
す
る
帥
時
抗
告
事
件
」
に
か
ん
す
る
、
昭
和
三
二
年
七
月
一
六
日
・
福
岡

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

高
裁
の
到
決
で
あ
る
。

　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
原
審
た
る
熊
本
家
裁
が
、
前
述
の
多
数
詮
た
る
「
固
有
読
」
の
立
場
を
と
り
、
ぎ
わ
め
て
論
理
的

に
、
兄
弟
姉
妹
全
員
死
亡
後
の
甥
・
姪
に
よ
る
代
襲
相
績
は
あ
り
え
な
い
、
と
論
噺
し
た
の
に
た
い
し
、
幅
岡
高
裁
は
、
む
し
ろ
李
直
に
、
甥
・

姪
に
よ
る
相
績
の
可
能
性
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
學
読
の
封
立
な
い
し
不
明
確
さ
が
、
そ
の
ま
ま
に
、
あ
り
あ
り
と
露
呈
さ
れ

て
お
り
、
ま
こ
と
に
興
味
ふ
か
い
も
の
が
あ
る
。

　
（
1
）
　
以
下
の
紹
介
は
、
輻
岡
高
裁
か
ら
當
法
學
部
研
究
室
に
寄
贈
さ
れ
て
く
る
「
到
例
原
稿
」
（
昭
和
三
二
年
九
月
二
六
日
付
）
に
よ
つ
だ
。



　
幽
O
　
事
實
の
概
要
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
被
相
績
人
は
、
昭
和
三
一
年
一
〇
月
二
七
日
に
死
亡
。
そ
の
相
績
人
と
な
る
べ
き
直
系
卑
属
・
直
系
尊
属
・
配
偶
者
は
、
い
ず
れ
も
存
在
し
な

か
つ
た
。
わ
ず
か
に
、
兄
お
よ
び
姉
各
一
人
が
あ
つ
た
が
、
こ
れ
も
、
兄
は
昭
和
一
一
年
に
、
姉
は
大
正
一
一
年
に
、
い
ず
れ
も
既
に
死
亡
し
て

お
り
、
そ
の
他
に
は
相
績
人
と
な
る
べ
き
兄
弟
姉
妹
は
な
い
。
た
だ
、
右
の
亡
兄
に
は
、
歎
人
の
直
系
卑
属
（
子
及
ぴ
孫
）
が
生
存
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
右
の
亡
兄
の
直
系
卑
属
た
ち
が
、
そ
の
中
の
一
人
に
相
績
を
集
中
さ
せ
る
た
め
に
、
「
兄
…
…
を
代
襲
相
績
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
被

相
績
人
…
…
の
相
績
人
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
相
績
を
す
る
意
思
が
な
い
の
で
相
績
を
放
棄
す
る
」
旨
の
申
述
を
、
熊
本
家
裁
に
た
い
し
て
、

提
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
旧
一
　
こ
れ
に
た
い
し
、
熊
本
家
裁
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
つ
て
、
申
述
却
下
の
審
到
を
な
し
た
。

　
「
民
法
第
八
八
八
條
に
い
わ
ゆ
る
代
襲
相
績
の
規
定
は
、
共
同
相
績
人
の
う
ち
の
一
部
の
者
が
相
績
椹
を
失
つ
た
と
き
に
、
そ
の
直
系
卑
属
を

そ
の
者
と
同
順
位
に
引
き
あ
げ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
本
件
の
民
法
第
八
八
九
條
第
一
項
第
二
號
第
二
項
の
場
合
に
つ
い
て
、
兄
弟
姉
妹

の
う
ち
の
一
部
の
者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
相
績
権
を
失
つ
た
場
合
に
、
そ
の
者
の
直
系
卑
属
に
つ
い
て
代
襲
相
績
が
生
ず
る
こ
と
は
疑
な
い
が
、

兄
弟
姉
妹
が
全
員
放
棄
し
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
員
死
亡
し
た
と
き
も
、
順
位
を
引
き
あ
げ
る
問
題
は
生
じ
な
い
と
解
す
べ
き
も
の
で

あ
り
、
從
つ
て
代
襲
相
績
が
生
じ
な
い
こ
と
は
當
然
で
あ
る
。
」

　
か
く
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
兄
弟
姉
妹
の
全
員
が
既
に
死
亡
し
て
い
る
た
め
に
、
「
代
襲
相
績
に
よ
る
亡
…
…
の
相
績
椹
を
前
提
と
す
る
本

件
相
績
放
棄
の
申
述
は
、
そ
の
他
の
黙
に
つ
い
て
剣
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
い
ず
れ
も
不
適
法
で
あ
る
。
」

　
一
二
　
こ
の
熊
本
家
裁
に
た
い
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
趣
旨
の
帥
時
抗
告
が
提
出
さ
れ
た
。

「
…
…
代
襲
相
績
は
、
法
定
の
相
績
椹
あ
る
者
（
民
法
第
八
八
九
條
第
一
項
第
二
號
）
が
相
綾
開
始
前
に
死
亡
し
、
そ
の
他
の
事
由
で
相
績
椹
を
失
つ

た
場
合
に
、
そ
の
者
の
直
系
卑
属
が
そ
の
相
績
順
位
に
於
て
相
績
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
共
同
相
績
人
の
有
無
を
問
う
と
こ
ろ
で
な
い
。
…
…
奮

　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
　
　
（
九
）



　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
綴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
　
（
一
〇
）

法
は
家
督
相
績
制
度
に
於
け
る
代
襲
相
績
と
選
定
相
績
の
規
定
を
設
け
相
績
人
暖
飲
な
き
ょ
う
な
制
度
を
設
け
売
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
の
よ
う

な
場
合
を
生
ず
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
近
親
者
又
は
縁
故
者
か
ら
相
績
人
を
選
定
す
る
最
後
の
方
法
が
あ
つ
た
の
に
、
同
制
度
の
腰
止
さ
れ
た
新

法
に
な
つ
て
、
原
審
の
如
く
制
限
解
繹
を
す
る
と
、
著
し
く
相
績
人
腰
嵌
の
場
合
を
生
ず
る
の
で
あ
つ
て
、
か
か
る
間
題
も
あ
る
の
で
新
民
法
の

當
該
規
定
は
奮
民
法
家
督
相
績
代
襲
相
績
の
規
定
と
同
様
の
代
襲
相
績
擢
を
認
め
た
も
の
と
解
す
べ
く
…
…
徒
ら
に
相
績
人
暖
嵌
を
推
進
せ
ん
と

す
る
原
審
到
は
不
服
」
で
あ
る
。

　
＝
二
　
幅
岡
高
裁
は
、
こ
の
抗
告
を
容
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
で
、
原
審
到
を
取
治
し
、
差
戻
の
到
決
を
な
し
た
（
た
だ
し
、
抗
告
人
の
中
の

一
人
は
所
在
不
明
の
人
物
で
あ
つ
た
た
め
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
、
抗
告
を
却
下
し
た
）
。

　
「
民
法
第
八
八
九
條
第
二
項
後
段
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
同
法
第
八
八
八
條
の
相
績
人
と
な
る
べ
き
者
と
は
、
相
績
開
始
の
と
き
に
お
い
て
、

死
亡
叉
は
相
績
椹
を
失
わ
な
い
で
生
存
し
て
い
た
な
ら
ば
、
當
然
に
相
績
人
と
な
る
べ
き
者
を
い
う
の
で
あ
る
。
（
奮
民
法
第
九
九
五
條
に
關
す

る
昭
和
三
年
（
オ
）
第
一
〇
七
八
號
同
四
年
一
月
二
二
日
大
蕃
院
第
二
民
事
部
到
決
八
省
六
頁
。
な
お
大
正
二
二
年
（
オ
）
第
四
五
七
號
同
一
四

年
三
月
九
日
同
第
一
民
事
部
到
決
理
由
等
参
照
）
し
た
が
つ
て
、
兄
弟
甲
乙
（
ま
た
は
甲
乙
丙
の
三
兄
弟
）
と
、
乙
の
子
A
あ
る
場
合
、
先
ず
乙

が
死
亡
し
、
つ
い
で
甲
（
ま
た
は
甲
及
び
丙
）
が
直
系
卑
属
・
配
偶
者
及
び
直
系
奪
属
な
く
し
て
死
亡
し
た
と
す
れ
ば
、
A
に
お
い
て
乙
を
代
襲

し
被
相
績
人
甲
を
相
績
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
、
こ
の
場
合
A
の
代
襲
相
績
の
要
件
と
し
て
甲
乙
丙
の
合
計
三
兄
弟
が
存
し
、
か
つ
丙
が
甲
死

亡
の
際
に
生
存
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
て
、
丙
と
共
同
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
は
じ
め
て
A
の
代
襲
相
績
が
肯
認
さ
れ
る
と
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
成
法
上
の
根
撒
は
な
い
。
（
共
同
相
績
人
の
う
ち
一
人
が
相
績
を
放
棄
し
た
場
合
を
規
定
す
る
民
法
第
九
三
九
條
第
二
項
と
、
第
八

八
八
條
と
を
比
較
封
照
す
れ
ば
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
）
原
審
の
よ
う
な
有
力
な
學
詮
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
從
え
ば
、
相
績
人
た
る
べ

き
兄
弟
姉
妹
の
う
ち
一
部
の
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
死
者
の
直
系
卑
属
は
、
死
者
を
被
代
襲
者
と
し
て
、
死
者
の
生
存
兄
弟
姉
妹
と

共
同
相
績
す
る
け
れ
ど
も
、
偶
々
兄
弟
姉
妹
の
全
員
が
死
亡
す
れ
ば
、
そ
の
直
系
卑
属
に
は
、
代
襲
に
ょ
る
相
績
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な



る
。
か
よ
う
な
代
襲
す
べ
き
者
に
か
か
わ
り
の
な
い
一
部
死
亡
か
全
員
死
亡
か
と
い
う
偶
然
の
事
情
に
代
襲
相
績
椹
の
存
否
を
か
か
ら
し
め
る
解

繹
は
、
明
文
の
な
い
か
ぎ
り
不
當
と
い
う
の
外
は
な
く
、
こ
と
に
、
兄
弟
二
人
だ
け
し
か
い
な
い
場
合
に
は
読
明
に
窮
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
實
際

に
生
起
す
る
で
あ
ろ
う
一
般
卑
近
の
事
例
を
考
え
て
見
る
に
、
甥
姪
が
い
る
の
に
、
被
相
績
人
た
る
伯
叔
父
母
の
遺
産
は
甥
姪
に
い
か
な
い
で
國

庫
に
帰
属
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
結
論
は
ま
た
扶
養
に
關
す
る
民
法
第
八
七
七
條
第
二
項
の
規
定
と
も
均
衡
を
失
す
る
し
、
（
同
條
項
に

よ
つ
て
甥
が
老
年
の
伯
父
と
同
居
し
こ
れ
を
扶
養
し
て
い
る
場
合
に
、
伯
父
が
右
甥
の
外
に
親
族
な
く
、
居
佳
の
家
屋
を
遺
し
て
死
亡
し
た
と
假

定
し
、
該
家
屋
が
甥
に
相
績
さ
れ
な
い
で
、
國
庫
に
蹄
属
す
る
と
詮
く
こ
と
の
い
か
に
不
合
理
で
あ
る
か
が
顧
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）

家
督
相
績
に
關
す
る
醤
民
法
第
九
七
九
條
・
第
九
八
二
條
な
い
し
第
九
八
五
條
の
諸
規
定
の
把
握
領
域
よ
り
も
、
財
産
相
績
人
の
範
園
を
ひ
と
し

く
兄
弟
姉
妹
に
ま
で
認
め
、
さ
ら
に
進
ん
で
そ
の
直
系
卑
属
に
代
襲
相
績
椹
を
援
げ
た
新
民
法
第
八
八
九
條
第
一
項
第
二
號
第
二
項
後
段
の
規
定

の
適
用
分
野
を
、
よ
り
制
限
縮
少
す
る
の
結
果
を
招
致
す
る
も
の
で
、
當
裁
到
所
の
到
底
探
用
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
原
審
認

定
の
よ
う
な
事
實
關
係
に
お
い
て
は
、
他
に
格
別
の
事
情
の
存
し
な
い
か
ぎ
り
抗
告
人
ら
を
被
相
績
人
…
：
の
代
襲
相
績
人
と
認
め
て
、
本
件
相

績
放
棄
の
申
述
を
受
理
す
る
の
を
相
當
と
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
審
が
な
ん
ら
格
別
の
事
情
に
つ
き
認
定
す
る
こ
と
な
く
、
た
や
す
く
冒
頭
摘

示
の
よ
う
に
読
示
し
て
、
本
件
申
述
を
不
適
法
と
し
て
却
下
し
た
の
は
不
當
で
あ
つ
て
、
抗
告
は
理
由
が
あ
り
、
原
審
到
は
取
消
を
冤
れ
な
い
。
」

　
一
四
　
右
に
摘
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
幅
岡
高
裁
の
一
到
決
は
、
代
襲
相
績
ー
と
く
に
兄
弟
姉
妹
の
そ
れ
ー
に
か
ん
し
、
き
わ
め
て
重
要

な
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

　
原
審
た
る
熊
本
家
裁
の
審
到
は
、
い
わ
ゆ
る
「
固
有
読
」
の
立
場
を
全
く
忠
實
に
探
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
代
襲
相
績
を
代
襲
者
の
固
有
の
椹

利
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
と
解
し
、
し
た
が
つ
て
代
襲
相
績
を
相
績
順
位
の
引
上
げ
ー
相
績
順
位
の
例
外
的
取
扱
い
ー
と
し
て
の
み

認
め
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
兄
弟
姉
妹
が
全
員
死
亡
し
た
後
は
、
そ
の
直
系
卑
属
た
る
甥
．
姪
そ
の
他
の
者
に
は
、
本
來
の
相

績
椹
が
附
與
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
相
績
順
位
の
引
上
げ
と
い
、
）
こ
と
は
論
理
上
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
、
代
襲
相
績
の
可
能
性
1
ひ
い

　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
想
唄
に
つ
陰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
二
）



　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
　
（
一
二
）

て
は
、
そ
の
相
績
放
棄
の
申
述
ー
を
全
く
否
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
審
到
に
た
い
す
る
印
時
抗
告
の
趣
旨
に
は
、
相
當
濃
厚
に
奮
法
的
意
識
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
、
こ
の

抗
告
が
、
改
正
法
に
お
け
る
代
襲
相
績
を
正
し
く
把
握
し
た
も
の
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
若
干
の
疑
な
し
と
し
な
い
け
れ
ど
、
と
も
あ
れ
、
「
徒

ら
に
相
績
人
暖
訣
を
推
進
せ
ん
と
す
る
原
審
到
」
と
い
う
論
難
に
は
、
聞
く
べ
き
も
の
が
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

　
印
時
抗
告
を
認
容
し
た
幅
岡
高
裁
の
剣
決
は
、
も
と
よ
り
奮
法
的
な
意
識
を
表
面
に
は
出
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
相
績
人
の
範
園
を
な
る
べ

く
ひ
ろ
く
認
め
、
と
く
に
親
族
的
扶
養
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
い
る
鮎
に
お
い
て
、
十
分
に
正
當
な
も
の
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
後
述
す
る
よ
う
に
、
私
は
、
本
到
示
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て
の
概
念
構
成
に
は
、
な
お
検

討
す
べ
き
問
題
黙
が
残
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
。
つ
ぎ
に
、
節
を
あ
ら
た
め
て
、
私
見
を
述
べ
て
み
ょ
う
。

四
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
の
意
義

　
一
五
　
ま
ず
、
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
を
み
と
め
る
民
法
の
規
定
そ
の
も
の
に
、
大
き
な
背
理
の
存
す
る
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
民
法
は
、
第
一
に
、
第
八
八
八
條
に
お
い
て
直
系
卑
属
た
る
相
績
人
に
つ
い
て
代
襲
相
績
を
定
め
、
第
二
に
、
こ
の
規
定
を
第
八
八
九

條
二
項
に
よ
つ
て
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
準
用
す
る
と
い
う
構
成
を
と
つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
被
相
績
人
を
め
ぐ
る
親
族
關
係
の
中

で
、
そ
の
直
系
卑
属
と
兄
弟
姉
妹
と
の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
構
造
的
差
異
が
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
直
系
卑
属
と
い
う

場
合
に
は
、
被
相
績
人
の
直
系
血
族
の
う
ち
、
卑
罵
た
る
も
の
を
す
べ
て
含
む
！
し
た
が
つ
て
、
そ
こ
に
は
當
然
に
親
等
の
異
な
る
者
が
存
在

す
る
ー
の
に
た
い
し
、
兄
弟
姉
妹
と
い
う
場
合
に
は
、
被
相
績
人
の
傍
系
血
族
の
う
ち
、
輩
に
二
親
等
の
者
の
み
を
指
す
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。　

相
績
人
の
範
園
の
限
定
に
あ
た
り
、
民
法
は
、
被
相
績
人
の
直
系
卑
属
の
系
統
に
ぞ
く
す
る
す
べ
て
の
者
に
つ
い
て
無
限
に
第
一
順
位
の
相
績



人
た
る
地
位
を
み
と
め
、
た
だ
親
等
の
異
な
つ
た
者
の
あ
い
だ
で
は
、
そ
の
近
い
者
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
構
成
を
と
つ
た
の
に
た
い
し
（
第
八

八
七
條
。
だ
か
ら
、
第
一
順
位
に
ぞ
く
す
る
者
の
う
ち
に
、
さ
ら
に
順
位
の
差
を
生
ず
る
）
、
被
相
績
人
の
第
一
の
傍
系
血
族
た
る
兄
弟
姉
妹
の
系
統
に
ぞ
く

す
る
者
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
に
二
親
等
の
者
f
す
な
わ
ち
兄
弟
姉
妹
1
に
の
み
第
三
順
位
の
相
績
人
た
る
地
位
を
み
と
め
（
第
八
八
九
條

一
項
。
だ
か
ら
、
第
三
順
位
に
ぞ
く
す
る
者
の
う
ち
に
は
、
順
位
の
差
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
）
、
傍
系
三
親
等
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、
相
績
人
た
る
地
位

を
み
と
め
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
民
法
に
よ
り
相
績
人
た
る
資
格
を
み
と
め
ら
れ
た
者
の
範
園
に
お
い
て
、
被
相
績
人
の
直
系

卑
属
に
ぞ
く
す
る
者
に
つ
い
て
は
當
然
に
親
等
の
異
な
る
者
の
存
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
つ
て
い
る
の
に
た
い
し
、
被
相
績
人
の
兄
弟
姉
妹
に
つ

い
て
は
親
等
の
異
な
る
者
の
存
す
る
籐
地
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
＝
ハ
　
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
以
上
の
雨
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
代
襲
相
績
の
制
度
を
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
法
的
作
用
の

差
異
を
生
ず
る
結
果
と
な
る
。

　
第
一
に
、
直
系
卑
属
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
代
襲
相
綾
は
輩
に
親
等
の
異
な
る
相
績
人
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
順
位
の
均
等
化
ー
順
位
の
劣

る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
順
位
を
引
上
げ
る
こ
と
ー
と
し
て
し
か
作
用
し
な
い
の
に
た
い
し
て
、
第
二
に
、
兄
弟
姉
妹
に
か
ん
し
て
は
、
明
ら
か

に
本
來
は
相
績
人
た
る
資
格
の
な
い
者
に
つ
い
て
、
特
別
に
相
績
人
た
る
資
格
を
附
與
す
る
と
い
う
作
用
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
い
つ
て
み
れ
ば
、
現
行
民
法
上
の
代
襲
相
績
な
る
制
度
の
う
ち
に
は
本
質
的
に
異
な
る
二
つ
の
機
能
が
併
存
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
代
襲
相
績
が
多
義
的
な
性
格
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
・
民
法
は
、
あ
た
か
も
代
襲
相
績
が
軍
一
の
機
能
の
み
を
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
代
襲
相
績
の
性
格
が
一
義
的
な

も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
立
法
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
立
法
技
術
的
に
こ
れ
を
み
た
場
合
、
代
襲
相
績
と
い
う
制
度
の
中
に
、
二
つ
の
本
質

的
に
異
な
る
機
能
を
併
存
さ
せ
る
こ
と
が
、
果
し
て
適
切
で
あ
ろ
5
か
。
そ
こ
に
は
、
全
く
不
用
意
に
も
看
過
さ
れ
た
立
法
技
術
上
の
背
理
が
存

す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
る
。

　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
　
　
（
二
δ



　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
　
（
一
四
）

　
お
そ
ら
く
、
立
法
論
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
代
襲
相
績
な
る
制
度
は
、
被
相
績
人
の
直
系
卑
鵬
た
る
相
績
人
の
ご
と
き
、
親
等
の
異
な
る
ー

し
た
が
つ
て
順
位
の
差
の
あ
る
1
者
を
ふ
く
む
場
合
に
つ
い
て
の
み
、
み
と
め
る
べ
き
で
あ
り
、
被
相
績
人
の
兄
弟
姉
妹
た
る
相
績
入
の
ご
と

き
、
親
等
の
異
な
る
者
を
ふ
く
み
え
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
適
し
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
も
し
、
傍
系
血
族
の
相
績
人
の
範
園

を
二
親
等
の
と
こ
ろ
で
切
る
つ
も
り
な
ら
、
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
全
く
代
襲
相
績
な
る
も
の
を
否
定
す
べ
き
で
あ
り
、
逆
に
、
も
し
、
こ
れ
に
代

襲
相
績
を
み
と
め
て
甥
・
姪
に
も
相
績
人
た
る
こ
と
を
承
認
す
る
ー
す
な
わ
ち
、
二
親
等
に
限
定
し
な
い
ー
つ
も
り
な
ら
、
第
三
順
位
の
相

績
人
に
つ
い
て
、
い
か
に
も
兄
弟
姉
妹
の
み
に
限
る
か
の
よ
う
な
制
限
的
表
現
を
と
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
は
な
か
つ
た
ろ
う
か
。

　
一
方
で
は
、
傍
系
血
族
の
系
統
に
つ
い
て
限
定
的
に
相
績
人
の
範
園
を
定
め
な
が
ら
、
し
か
も
、
他
方
で
は
、
こ
れ
に
代
襲
相
績
を
み
と
め

て
、
そ
の
限
定
を
こ
え
る
こ
と
を
ゆ
る
す
よ
う
な
規
定
の
し
か
た
ー
率
直
に
い
つ
て
、
い
つ
た
い
立
法
意
圖
は
、
相
績
人
の
範
園
を
傍
系
二
親

等
の
と
こ
ろ
で
切
る
つ
も
り
だ
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
切
ら
な
い
つ
も
り
だ
つ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、
立
法
意
圖
の
不
安
定
さ
、
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
、
二
つ
の
相
封
立
す
る
立
法
意
圖
の
安
協
が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
立
法
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
實
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。
私
は
、
解
繹
學
の
使
命
に
し
た
が
つ
て
、
以
上
の
よ
う
な

一
種
の
背
理
を
ふ
く
む
も
の
と
し
て
構
成
さ
れ
た
民
法
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
解
繹
が
最
も
合
理
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
う
る
か
と

い
う
、
さ
さ
や
か
な
考
察
を
試
み
た
い
と
老
え
る
の
み
で
あ
る
。

　
口
七
　
代
襲
相
績
に
つ
い
て
の
解
繹
的
構
成
に
お
い
て
、
ま
ず
な
す
べ
き
こ
と
は
、
現
行
民
法
に
お
け
る
代
襲
相
績
制
度
の
二
義
性
を
認
識
す

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ひ
と
し
く
代
襲
相
績
と
よ
ば
れ
る
制
度
で
あ
つ
て
も
、
被
相
績
人
の
直
系
卑
凝
た
る
相
績
人
に
つ
い
て
は
、
軍
に

親
等
の
異
な
る
者
の
順
位
の
引
上
げ
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し
、
他
方
、
被
相
績
人
の
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
は
i
法
規
上
は
前
者
の
準
用
に
す

ぎ
な
い
に
せ
よ
、
ま
さ
に
、
そ
の
準
用
に
よ
つ
て
1
實
質
的
に
、
そ
の
兄
弟
姉
妹
の
直
系
卑
属
す
な
わ
ち
甥
・
姪
そ
の
他
の
者
に
つ
い
て
特
別

に
相
績
人
た
る
地
位
を
附
與
す
る
効
果
を
生
ず
る
も
の
と
解
す
る
の
で
あ
る
。



　
か
く
て
、
當
面
の
課
題
た
る
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
綾
に
つ
い
て
ば
、
こ
れ
を
一
般
の
直
系
卑
驕
の
代
襲
相
績
と
匠
別
し
、
本
來
は
相
績
人
た
ゆ

え
な
い
者
に
た
い
し
特
別
に
相
績
人
た
る
の
地
位
を
附
與
す
る
効
果
を
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
實
質
的
に
相
績
人
の

範
園
の
擾
大
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
詳
言
し
よ
う
。
民
法
は
、
第
八
八
九
條
一
項
に
お
い
て
、
被
相
績
人
の
傍
系
血
族
に
ぞ
く
す
る
相
績
人
の
範
園
を
、
た
し
か
に
一
鷹

は
、
二
親
等
た
る
兄
弟
姉
嫁
の
と
こ
ろ
で
限
定
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
立
法
意
圖
は
、
そ
の
兄
弟
姉
妹
に
代
襲
相
績
を

み
と
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
實
質
的
に
攣
更
さ
れ
て
し
ま
つ
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
兄
弟
姉
妹
の
み
に
限
定
し
よ
う

と
い
う
規
定
の
意
味
は
、
代
襲
相
績
の
規
定
の
準
用
に
よ
つ
て
、
實
質
的
に
攣
化
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
實
質
的
に
は
、
第
三

順
位
の
相
績
人
は
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
そ
の
直
系
卑
属
た
る
も
の
と
解
し
、
そ
の
上
で
代
襲
相
績
と
い
う
制
度
を
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。
か
よ
う
な
實
質
的
解
繹
こ
そ
、
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
代
襲
相
綾
を
み
と
め
た
現
行
民
法
の
趣
旨
に
最
も
よ
く
適
合
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
前
掲
・
幅
岡
高
裁
到
決
の
よ
う
に
、
兄
弟
姉
妹
全
員
死
亡
の
と
ぎ
に
も
、
そ
の
直
系
卑
属
た
る
甥
・
姪
そ
の
他
の
者
に
よ
る
代

襲
相
績
が
可
能
で
あ
る
と
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
相
績
分
算
定
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
多
少
の
疑
間
も
あ
る
が
、
一
感
、
「
頭

割
り
理
論
」
に
よ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

　
一
八
　
お
そ
ら
く
、
最
も
つ
よ
い
反
鉗
論
は
、
相
績
人
の
範
園
を
兄
弟
姉
妹
ま
で
に
限
定
し
た
第
八
八
九
條
一
項
の
明
文
に
反
す
る
、
と
い
う

黙
か
ら
な
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
兄
弟
姉
妹
の
直
系
卑
属
に
代
襲
相
績
を
み
と
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
民
法
自
身
が
相
績
人

の
範
園
の
限
定
に
反
し
て
い
る
ー
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
實
質
的
に
相
績
人
の
範
園
が
接
大
さ
れ
た
の
だ
、
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
限
り

で
同
規
定
の
内
容
が
實
質
的
に
攣
更
さ
れ
た
の
だ
（
第
八
八
九
條
一
項
、
二
項
お
よ
び
第
八
八
八
條
一
項
の
総
合
的
．
實
質
的
解
繹
）
ー
と
老
え
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
代
襲
相
績
の
性
質
を
、
代
襲
者
の
固
有
の
椹
利
に
も
と
づ
く
順
位
の
引
上
げ
と
解
す
る
以
上
、
兄
弟
姉
妹
の
直
系
卑
属
に
も
固

有
の
相
績
椹
の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
、
読
明
に
窮
す
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
　
（
一
五
）



　
　
　
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
綾
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
　
（
一
六
）

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
代
襲
相
績
制
度
の
趣
旨
を
相
績
の
期
待
を
有
し
た
直
系
卑
属
を
保
護
す
る
公
平
の
原
則
・
血
統
に
從
つ
て
上
よ
り
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

へ
と
い
う
父
子
相
傳
の
原
理
な
い
し
親
族
主
義
的
相
績
思
想
等
々
に
求
め
る
一
般
の
理
解
に
し
た
が
え
ば
、
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
を
、
そ
の
一

部
死
亡
の
と
き
に
の
み
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
合
理
的
根
抜
は
、
ど
こ
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
え
つ
て
、
兄
弟
姉
妹
の
全

員
死
亡
の
と
き
に
も
、
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
が
一
入
し
か
い
な
い
場
合
に
も
、
ひ
と
し
く
代
襲
相
績
を
み
と
め
る
の
が
至
當
で
あ
ろ
う
。

　
一
部
の
學
論
の
い
う
よ
う
に
、
兄
弟
姉
妹
の
一
部
死
亡
の
と
き
に
限
つ
て
代
襲
相
績
を
み
と
め
、
全
員
死
亡
の
と
き
に
否
定
し
よ
う
と
い
う
よ

う
な
考
え
方
は
、
第
八
八
九
條
一
項
の
規
定
を
過
嘗
に
評
慣
し
、
か
つ
代
襲
相
績
の
準
用
に
よ
り
同
規
定
が
實
質
的
に
攣
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

看
過
す
る
、
あ
ま
り
に
も
形
式
的
な
・
非
合
理
的
な
態
度
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
、
代
襲
相
績
制
度
に
と
つ
て
全
く
不
必
要
な
技
巧
的
差
別

を
導
入
す
る
こ
と
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
い
う
形
式
的
な
考
え
方
は
、
全
く
無
關
係
の
偶
然
的
事
故
に
よ
つ
て
相
績
椹
を
左

右
す
る
結
果
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
、
と
う
て
い
賛
成
で
き
な
い
。
も
つ
と
も
、
あ
る
い
は
、
偶
然
的
な
事
故
に
よ
つ
て
相
績

槽
や
相
績
分
が
左
右
さ
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
當
然
だ
と
い
う
よ
う
な
反
論
も
、
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
た
し
か
に
、
た
と
え
ば
死
後
認
知
な
ど

に
よ
つ
て
第
】
順
位
の
相
績
人
た
る
被
相
績
人
の
直
系
卑
騙
が
突
然
に
出
現
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
第
三
順
位
の
相
績
人
の
相
績
の
期
待
が
裏
切

ら
れ
る
こ
と
も
な
い
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
先
順
位
の
者
が
出
現
し
た
か
ら
後
順
位
の
者
の
期
待
が
裏
切
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
相
績
順

位
上
か
ら
み
て
、
む
し
ろ
當
然
す
ぎ
る
ほ
ど
當
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
限
り
、
何
ら
問
題
の
蝕
地
は
な
い
。
し
か
し
、
兄
弟
姉
妹
の
全
員
死
亡

と
い
う
事
故
は
、
そ
の
直
系
卑
属
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
い
わ
ば
實
質
的
に
先
順
位
の
相
績
人
の
死
亡
と
も
み
る
べ
き
事
故
で
あ
り
、
そ
の
事
故

に
よ
り
、
い
わ
ば
後
順
位
の
相
績
人
た
る
直
系
卑
属
の
椹
利
が
ー
お
そ
ら
く
順
位
の
上
昇
す
る
の
が
當
然
で
あ
る
の
に
ー
か
え
つ
て
消
滅
す

る
と
い
う
の
は
、
ど
う
考
え
て
も
納
得
で
き
な
い
。
ひ
と
し
く
偶
然
的
な
事
故
と
い
つ
て
も
、
彼
此
け
つ
し
て
同
一
に
考
え
う
べ
き
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
前
述
〔
三
〕
を
参
照
。



　
一
九
　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
つ
い
て
特
別
な
効
果
を
み
と
め
る
理
論
は
、
現
實
的
な
問
題
と
し
て
、
と
り
わ

け
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
黙
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。

　
そ
の
第
一
は
、
親
族
的
扶
養
と
の
均
衡
が
保
た
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
民
法
は
、
親
族
的
扶
養
關
係
の
成
立
す
る
範
園
を
、
周
知
の
よ
う
に
、
三

親
等
の
親
族
の
間
に
ま
で
み
と
め
て
い
る
（
第
八
七
七
條
二
項
）
。
ぞ
う
だ
と
し
た
ら
、
相
績
關
係
の
成
立
す
る
範
園
も
、
少
な
く
と
も
被
相
績
人

の
三
親
等
の
親
族
た
る
甥
・
姪
に
ま
で
振
大
し
て
も
、
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
前
掲
・
輻
岡
高
裁
到
決
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
甥
が

伯
父
と
同
居
し
つ
つ
こ
れ
を
扶
養
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
甥
に
伯
父
に
た
い
す
る
相
績
椹
を
み
と
め
な
い
の
は
、
明
ら
か
に
均
衡
を
失

す
る
、
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
親
族
的
扶
養
と
相
績
と
は
別
異
の
制
度
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
・
親
族
的
扶
養
義
務
が
、
つ
ね
に
相
績
椹

に
よ
つ
て
酬
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
理
は
な
い
。
し
か
し
、
現
實
の
問
題
と
し
て
、
現
肚
會
に
、
い
わ
ゆ
る
等
償
交
換
な
い
し
報
償
の

原
理
が
徹
底
的
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
は
何
人
も
否
定
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
そ
の
「
存
在
に
よ
つ
て
意
識
的
規
定
を
受
け

た
」
人
間
が
利
盆
に
よ
つ
て
動
か
さ
れ
易
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
實
を
直
覗
す
る
な
ら
ば
、
相
績
の
可
能
性
と
い
う
期
待
に
よ
る
裏
付
け
が
、

親
族
的
扶
養
を
現
實
化
す
る
た
め
に
役
立
ち
う
る
こ
と
も
、
十
分
に
評
債
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
逆
に
、
家
庭
裁
到
所
が
三
親
等
の
親
族
間
に
扶
養
關
係
を
認
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
相
績
の
可
能
性
の
有
無
が
一
つ
の
到
断
基

準
と
も
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
あ
る
い
は
、
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
よ
り
三
親
等
よ
り
も
遠
い
親
族
間
に
相
績
の
可
能
性
が
生
じ
、
そ
の
場
合
に
は
扶
養
と
の
均
衡
は
考
慮

か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
と
の
反
論
も
あ
り
う
る
が
、
そ
れ
は
、
き
わ
め
て
稀
少
な
例
外
的
事
象
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
問
題
と
す
る
に
足
り
な
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
二
〇
　
第
二
に
、
相
績
人
の
範
園
の
擾
大
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
現
行
民
法
は
、
相
績
人
た
り
う
る
者
の
範
園
を
、
原
則
と
し
て
被
相
績
人
の
兄
弟
姉
妹
ま
で
に
限
定
し
て
お
り
、
か
よ
う
な
限
定
的
態
度
は
、
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2
）

一
般
に
、
近
代
以
降
に
お
け
る
家
族
的
團
艦
の
縮
小
化
ー
し
た
が
つ
て
、
相
綾
椹
の
根
橡
た
る
家
族
的
協
同
關
係
の
有
限
化
f
の
傾
向
に
即

し
て
、
正
當
な
も
の
と
支
持
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
現
在
の
わ
が
國
に
お
い
て
は
、
相
績
人
の
範
園
の
限
定
が
、
い
わ
ゆ
る
家
族
制
度
的

「
家
」
の
解
艦
を
促
進
す
る
た
め
に
作
用
し
う
る
こ
と
も
、
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
相
績
人
の
範
園
を
兄
弟
姉
妹
ま
で
に
限
定
す
る
こ
と
が
、
果
し
て
現
在
の
一
般
的
家
族
意
識
に
よ
く
適
合
す
る
か
ど
う
か
、
相
営

に
疑
問
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
親
族
的
扶
養
關
係
の
範
園
が
三
親
等
の
親
族
に
ま
で
振
大
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
意
昧
で
、
む
し
ろ
代
襲
相

績
の
準
用
に
ょ
り
實
質
的
に
相
績
人
の
範
園
を
振
大
し
て
み
と
め
る
こ
と
が
、
一
般
の
家
族
意
識
に
よ
く
適
合
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ

し
、
家
族
意
識
な
る
も
の
は
、
も
と
よ
り
非
合
理
的
要
素
を
多
分
に
ふ
く
む
も
の
で
あ
り
、
ま
た
奮
來
の
家
族
制
度
的
制
約
を
ま
だ
完
全
に
は
脆

却
し
ぎ
つ
て
い
な
い
の
も
事
實
な
の
だ
か
ら
、
無
定
見
に
こ
れ
に
迎
合
す
る
態
度
を
と
る
の
は
正
し
く
な
い
が
、
し
か
し
、
他
面
、
相
績
法
の
實

効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
無
覗
す
べ
き
で
も
あ
る
ま
い
。

　
の
み
な
ら
ず
、
相
績
人
の
範
園
の
實
質
的
摘
大
は
、
さ
ら
に
、
相
績
人
不
存
在
の
場
合
を
減
少
さ
せ
る
効
果
を
も
有
す
る
。
近
時
、
一
種
の
不

螢
所
得
た
る
相
績
に
た
い
す
る
反
流
が
し
だ
い
に
強
化
さ
れ
、
そ
れ
が
、
相
績
人
の
範
園
の
限
定
お
よ
び
高
率
の
相
績
視
の
賦
課
と
し
て
あ
ら
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
て
い
る
こ
と
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
私
有
財
産
制
度
そ
の
も
の
を
否
定
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
に
も
自
か
ら
限
度
が
あ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
こ
と
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
わ
が
新
憲
法
は
ま
こ
と
に
見
事
な
丈
化
國
家
の
理
念
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
現
實
の
政
治
の
櫓
當
者
た
る
政
府

は
、
い
か
ん
な
が
ら
、
ど
れ
だ
け
眞
剣
に
一
般
市
民
の
幅
利
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
疑
な
き
を
え
な
い
。
こ
の
意
昧
に
お
い
て
、
市
民
の

財
産
が
國
家
に
吸
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
た
い
す
る
反
感
に
は
、
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
相
績
人
の
範
園
の
限
定
な
い
し

高
率
の
相
績
税
の
賦
課
に
よ
り
市
民
の
財
産
が
國
家
に
吸
上
げ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
國
家
の
諸
施
策
を
通
じ
て
市
民
の
輻
利
に
還
元
す
る

た
め
の
用
意
が
十
分
に
そ
な
わ
つ
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
反
感
は
け
つ
し
て
大
き
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
用
意
が
不
十
分
で
あ
る
か
ぎ



り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
安
ん
じ
て
私
有
財
産
を
國
家
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
の
で
あ
る
、

　
（
2
）
　
中
川
・
前
掲
一
七
九
頁
以
下
、
と
く
に
一
八
一
頁
滲
照
。

　
（
3
）
　
拙
著
・
前
掲
一
四
九
頁
以
下
参
照
。

　
瞬
二
　
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
相
績
人
の
範
園
を
實
質
的
に
援
大
し
て
解
し
よ
う
と
す
る
私
見
に
た
い
し
て
は
、
な
お
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
の

反
封
論
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
、
明
ら
か
に
政
策
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
政
策
的
な
問
題
を
詳
細
に
扱
う
こ
と
は

他
日
の
機
會
に
ゆ
ず
り
、
ひ
と
ま
ず
、
解
繹
論
と
し
て
の
本
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
七
・
一
一
・
二
六
）

兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
績
に
っ
い
て

一
九

（
一
九
）


